
市 長 副市長 部  長 課 長 副主幹 千
ノ

一一

・
Ｊ

鸞 疇 /

/

Ω
童
日

命復

平成 26年 5月 14日

所属 課名
職・氏名

企画政策課

課 長 折 山 |

副主幹 津々木
主 事 堀 田

1.

2.

3.

4.

命により出張 しましたところ、その概要は下記のとお りでした。

以上復命 します。

記

平成 26年 5月 1日 (本)午後 2時から
鎌 ヶ谷市総合福祉保健センター 6階大会議室

北総線耐震化対策について

男J添出席者名簿のとお り    ′`
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5_概 要
く案件>
・「(仮称)北総線耐震化対策協議会」の設立について         '
・北総鉄道より耐震化についての説明

・その他

<会議概要>
・「(仮称)北総線耐震化対策協議会」の設立について
協議会の設立について諮り異議がなぃため、協議会設立。

名称 :「北総線耐震化対策協議会」

構成団体 :千葉県(市川市、船橋市、松戸市、鎌ヶ谷市、印西市、自井市
幹事 :白井市                          、

・北総鉄道より耐震化についての説明 ヤェヒⅢより資料脅Z4
北総鉄道から沿線市に耐震化の補助金交付につレヽてのお願い文を出す予定である。
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今回の耐震化 については、「特定鉄道等施設に係 る耐震補強に関する省 令」が根拠 と

なつている。それに合わせて、平成27年度から平成 29年度までに実施したい。

年度男Jの事業費について、平成27年度分は6月末に概算で提示する。
平成 28、 29‐年度分はできるだけ早く提示する。

詳細について、工事施工方法を精査した上で工事範囲、着手する順番等を決定し提示

する:

(北総の説明に対する沿線市からの意見)

出来る限り早く事業費や対象箇所、その他詳細につぃての説明、資料を頂きたい。

‐
・その他

・

なし
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「北総線耐震化対策について」

次   第

同時 :平成 26年 5月 1日 (木)
午後2時から   し

場所 : 鎌ケ谷市総合福祉保健センター

6階大会議室

1 開 会

2案 件

・「(仮称)北総線耐震化対策協議会」の設立について

・北総鉄道より耐震化についての説明

日その他

‐
〈ム閉３
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「北総線耐震化対策について」 出席者名簿

平成26年 5月 1日 (木)午後2時～
鎌ケ谷市総合福祉保健センター6階大会議室

【出席者】

団体名 職名 氏名

千葉県
交通計画課

課長 関口 龍海

室長 佐々木 ―也

副主幹 町山 明

副主幹 里見 季彦

松戸市
交通政策課

課 長 菊池 謙次

…
魂 岡崎 尚美

市り:1市

交通計画課
課長

'花
見 安弘

主任 山田 陽―

鎌ヶ谷市
都市計画課

課長 金子 文夫

室長 佐瀬 功

主査 星野 繁和

船橋市
政策企画課

課長補佐 篠浦 淳二

主査 千脇 真治
.

主事 北野 恵太

都市計画課 交通政策室長 細 川 裕之

副主査 濱 田 俊幸

印西市
企画政策課

課長 義雄

室長 堀越 庄 ―

主査 根本 建吾

白井市
企画政策課

部長 内藤 健作

課長
′折山 郁子

副主幹 津々木 哲也

主事 堀 田 侑希

北総鉄道株式会社 常務取締役 竹洪1 誠―

企画室部長 境 史郎

企画室課長 井出 明彦
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北総総

平成 26年

北総鉄道株式会社

取締役社長 金子 賢太郎

北総線の耐震補強に対する補助金交付について (お願い)

時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素、当社業務につきましては、格別なるご理解とご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。

昨年 4月 1日付けで「特定鉄道施設に係る耐震補強に関する省令」が施行さ
れ、首都直下地震を踏まえ、北総線全区間について耐震補強を速やかに実施す
ることが事業者の努力義務とされたところです。

もとより耐震補強は鉄道事業の生命ともいうべき安全・安心輸送のためにゆ
るがせにできない重要な課題であり、かつ、重大な責務であると認識しており、
可能な限り迅速に耐震補強を推進してまいる所存です。

また、既に叩倭申治体でも検討が開始されていると仄聞いたしております。
北総線は、沿線にお住いの多くの住民の方々にとつて重要な、全体として一

本のライフラインともいうべき必要不可欠の移動手段であり、また、耐震化は

交差する道路施設等周辺施設の安全にも寄与することから、貴県 (又は市)に
おかれましても、よろしくご理解いただき平成 27年度以降補助金の交付につ
き特段のご配慮を賜りたく、お願い申し上げます。

なお、現時点で把握している対象の高架橋柱、橋脚t橋梁の所在及び対象施
工数は男J図のとおりです。
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